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なまえ 　 がつ　 にち てん  / 20

1 「むだ話をして仕事をなまける」という 意味の 慣用句は?

ア舌を 巻く イ猫の手も 借りたい ウ 腹を 決める エ 油を 売る こたえ 

2 「たなに 上げる」の意味は?

アにもつを片づける イ高い所に登る ウ 人をほめる

エ自分に都合の悪いことにふれずにおく こたえ 

3 「目が 高い」の意味は?

ア 背が高い イ 目つきがこわい ウよいものを見分ける力がある エ 遠くまでよく見える

こたえ 

4 「板に つく」の意味は?

ア 行きづまる イ 仕事や役割に慣れて似合ってくる ウ 板の上に立つ エ体がかたくなる

こたえ 

5 「自信をもって どうどうとする」という 意味の 慣用句は?

ア 口を そろえる イ 水を 得た魚 ウ 胸を はる エ 馬が 合う こたえ 

6 「耳が 早い」の意味は?

ア 声が大きい イ約束を忘れない ウうわさや情 報をすぐ聞きつける エ 走るのが速い

こたえ 

7 「自分の力ではどうにもできない」という 意味の 慣用句は?

ア 足を あらう イ 耳を かたむける ウ手も 足も 出ない エ 馬が 合う こたえ 

8 「胸を はる」の意味は?

ア自信をもって どうどうとする イ 胸がいたむ ウ 人を見下していばる

エ 大きく息をすう こたえ 

9 「手を やく」の意味は?

アあつかいに困る イ料理を作る ウやけどをする エ 仕事を手伝う こたえ 
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10 「顔かたちが よく似ている」という 意味の 慣用句は?

ア 目が 高い イうり二つ ウ手を やく エ 水に 流す こたえ 

11 「うり二つ」の意味は?

ア 二人で分け合う イ 二つに割れる ウ 仲が悪い エ 顔かたちが よく似ている

こたえ 

12 「馬が 合う」の意味は?

ア体が大きい イ 乗り物が好き ウ 気が合う エよく競争する こたえ 

13 「自由にのびのびとくつろぐ」という 意味の 慣用句は?

ア羽を 伸ばす イ猫の手も 借りたい ウ 木で 鼻を くくる エねこの ひたい

こたえ 

14 「さじを 投げる」の意味は?

ア 見こみがないとあきらめる イ 食事をやめる ウ 道具を捨てる エけんかを始める

こたえ 

15 「口が かたい」の意味は?

ア 話がつまらない イ 食べ物がかめない ウ 秘密をもらさない エ 声が小さい

こたえ 

16 「木で 鼻を くくる」の意味は?

ア 鼻をかむ イとても そっけない態度をとる ウ 木にのぼる エ 鼻がつまる

こたえ 

17 「悪い仲間や仕事からぬけ出す」という 意味の 慣用句は?

ア 足を あらう イ 口が かたい ウ 目を 皿に する エ 気が 短い こたえ 

18 「一方の味方をする」という 意味の 慣用句は?

ア 二の足を ふむ イ 肩を もつ ウ 腹を 決める エ 鼻に つく こたえ 

かお に いみ かんよう く

め たか ふた て みず なが

ふた いみ

ふたり わ あ ふた わ なか わる かお に

うま あ いみ

からだ おお の もの す き あ きょうそう

じゆう いみ かんよう く

はね の ねこ て か き はな

な いみ

み しょくじ どうぐ す はじ

くち いみ

はなし た もの ひみつ こえ ちい

き はな いみ

はな たいど き はな

わる なかま しごと だ いみ かんよう く

あし くち め さら き みじか

いっぽう みかた いみ かんよう く

に あし かた はら き はな



19 「考えが あまい」の「あまい」の意味は?

ア 砂糖のような味がする イゆるんでいない ウ 香りがよい エ 厳しさや見通しが足りない

こたえ 

20 「覚悟を決める」という 意味の 慣用句は?

アたなに 上げる イ 腹を 決める ウ 頭を ひねる エ 胸を はる こたえ 
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こたえ　しょう6 こくご「慣用句の 意味」 その1

1  エ 油を 売る

2  エ 自分に都合の悪いことにふれずにおく

3  ウ よいものを見分ける力がある

4  イ 仕事や役割に慣れて似合ってくる

5  ウ 胸を はる

6  ウ うわさや情報をすぐ聞きつける

7  ウ 手も 足も 出ない

8  ア 自信をもって どうどうとする

9  ア あつかいに困る

10  イ うり二つ

11  エ 顔かたちが よく似ている

12  ウ 気が合う

13  ア 羽を 伸ばす

14  ア 見こみがないとあきらめる

15  ウ 秘密をもらさない

16  イ とても そっけない態度をとる

17  ア 足を あらう

18  イ 肩を もつ

19  エ 厳しさや見通しが足りない

20  イ 腹を 決める


